
１．指定管理者名

２．指定期間

３．業務の範囲

配点 採点基準 分析、評価、指示等

15
仕様書以上：15～12点、仕様書に忠実：11～9点、仕様
書の一部不実施（軽微）：8～7点、仕様書の一部不実施
（中程度）：6～3点、それ以下：2～0点

仕様書以上　12点

体を動かす健康増進講座は参加者数が多く、好評。

15

内容・事業数等が期待以上：15～12点、内容・事業数等
が例年通り：11～9点、内容・事業数等が例年よりやや
劣る：8～7点、内容・事業数等が例年より劣る：6～3
点、内容・事業数等が例年よりかなり劣る　2～0点

期待以上　13点

内容が偏らず、老若男女が楽しめる展示や講座を行っている。展示は普段センター
を利用しているサークルの活動発表の場及び憩いの場になっている。講座の中に
は、施設を一部占用する学童保育「どんぐりの家」と交流を深められる企画もあり、
うまく共存している。
Ｈ24、25年度で企画展示に力を入れており、勤労者センターの認知度向上が利用
率の向上につながっていると思われる。

適正(普通)　2点
各部屋の利用者に利用後の清掃を呼びかけている。徹底されており、十二分に
清掃されている。

適正(普通)　2点
利用者に不便が無いよう、きちんと点検されている。

適正(普通)　2点
館内すみずみに目が行き届いており、利用者は安心して利用できている様子。

適正(普通)　2点
破損箇所の修繕だけでなく、危険性の高いドアを変更する等、より安全で使い
やすい施設になるよう、自主的に気づいて取り組んでいる。

適正(普通)　2点
月次報告書でもれなく報告されている。

適正(普通)　2点
効率的に業務がはかどるよう、キャビネットにしっかり整理整頓・管理されてい
る。

期待以上　3点
省エネにつながるよう、室内灯と換気扇の電源を個別にするなど工夫している。

期待以上　3点
誰でも扱いやすい軽量な台車や清掃用具を揃え、高齢層の利用が多い当施設
でのバリアフリーに努めている。

適正(普通)　2点
廃棄・購入等の際の届け出もきちんとされており、計画的に管理されている。

適正(普通)　2点
個人情報が人目に触れないように管理されており、事務所内から館内に目が届
きやすいが、外からは机上が見えないようになっている。

0
事故等への対応は減点対象とする（事故なし及び事故
等の対応に不備なし：0点、事故等対応に不備あり：△1
点）

事故なし・対応に不備
なし　0点

事故なし

3 5 当該年度の収入÷支出が、105％以上：5点、105％未
満～100％：4点、100％未満：3点

105％以上　5点
指定管理委託料の範囲内で適正に事業が行われている。

10 期待以上：10～8点、適正（普通）：7～5点、不備あり：4
～1点

期待以上　9点
利用申請書記載用の机と椅子をロビーに設置する等、予算と優先順位を考慮
し、迅速に対応している。また、要望が言いやすい雰囲気づくりをしている。

5 期待以上：5点、適正（普通）：4点、不備あり：3～1点
※苦情なしは４点とする

苦情なし・適正(普通)　4
点

苦情なし

15
提案、姿勢、その他の成果ポイント（アピール）が
期待以上：15～12点、適正（普通）：11～9点、普通未満
～物足りない：8～0点

適正(普通)　11点

利用率の向上につながった。
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４．採点表
評価項目 細目

1 運営・利用状況
（40点）

(1)利用状況(10点)

(2)市の事業の企画・運営・実施状況（仕様書内）(15点)

(3)自主事業の企画・運営・実施(15点)

公益財団法人　多治見市文化振興事業団

2
施設管理状況
(25点）

(1)施設管理業務の実施
状況（10点）

①清掃

10

①チェック細目の丸数字の各項目を３段階評価する
　　（適正（普通）：2点、一部不備あり：1点、不備あり：0
点）
②５項目の合計点とする。

※駐車場は、期待以上：8点、適正（普通）：6点、一部不
備あり：4点、不備あり2点

(2)その他管理業務の実
施状況（15点）

①文書管理

15

①チェック細目の丸数字の各項目を４段階評価する
（期待以上：3点、適正（普通）：2点、一部不備あり：1
点、不備あり：0点）
②５項目の合計点とする。

②環境への配慮

③バリアフリー

④備品管理

⑤個人情報保護

②保守・点検

③保安・警備

④小規模修繕

⑤危険箇所の把握（施設の瑕疵）

⑥事故等への対応

当該施設の経営状況
(5点)

①事業収支

事故なし 0点

収入÷支出＝8,972,246／8,123,391＝110.4％ 5点

4

より良い施設
運営のための
取組
(30点)

(1)市民・利用者の声の
反映
（15点）

①ニーズの把握・事業への反映

②苦情対応

(2)より良い施設運営・事業実施のための提案・姿勢、上
記１～３の評価に反映されないその他の成果ポイント（15
点）

窓口で受けた要望に対し、すばやく対応している。 9点

苦情なし 4点

・より分かりやすく効率的に入力できるよう、日報の様式を見直す等、工夫している。
・フェイスブックを立ち上げ、若い世代にも見てもらえるようにした。

11点

不備なく実施されている。

12点

不備なく実施されている。

不備なく実施されている。

不備なく実施されている。

不備なく実施されている。

給湯室出入り口ドアの変更、会議室Ｂの小窓交換等

自動ドアの不具合、駐車場水銀灯の傾き

平成２４年　４月　１日　～　平成２７年　３月３１日

(１)　センターの使用許可に関すること。
(２)　センターの維持管理に関すること。
(３)　勤労者等の福祉増進を目的とした事業の運営に関すること。
(４)　使用料等の徴収、収納に関すること。

実績(パーセントを求める場合は、小数点第1位を四捨五入)

12点

13点

1日1回以上の清掃実施

10点

5

平均値比（102.7％） ＝ H25利用率（40.7％）／Ｈ24利用率（39.6％）
※上記（2）適用

①施設の利用率(利用時間/日
数×営業時間)

5 平均値比(注)　105％以上：5点、105％未満～95％：4
点、95％未満～85％：3点、85％未満：2～0点

空調機器は年3回（5月、7月、10月）点検実施

1日1回以上の施設内見回り、月1回の非常用通報装置点検実施、年2回の消防訓練実
施

平均値比(注)　105％以上：5点、105％未満～95％：4
点、95％未満～85％：3点、85％未満：2～0点

センターの設置目的及び利用実態を考慮しつつ、ニーズに沿った学習機会、健康の保
持・増進を図る活動など、福祉増進を目的とした講座を年６回（「温活でプラス１℃の平熱
UP！」１回、多治見オープンキャンパス全５回）実施した。

・企画展示17回（来場者3,066名）　１展示あたり平均180名
・講座17回（参加者485名）　１講座あたり28名　※上記(2)含む

②利用人数

得点

平均値比とは、当該評価対象年度の利用率を次に掲げる値で割って求めた率をいう。
(1)指定管理期間1年目　前指定管理期間における利用率の平均値
(2)2年目以降　指定期間における当該評価年の前の年の利用率の平均値(例：4年目の
場合は、1～3年目の平均利用率)
(3)新規施設の場合又は施設内容の大幅変更等により(1)、(2)によることが不適当である
と判断される場合　他の類似施設における利用率実績に所要の調整をして算出した値 105％未満～95％　4点

平均値比とは、当該評価対象年度の利用人数を次に掲げる値で割って求めた率をいう。
(1)指定管理期間1年目　前指定管理期間における利用人数の平均値
(2)2年目以降　指定期間における当該評価年の前の年の利用人数の平均値(例：4年目の場
合は、1～3年目の平均利用人数)
(3)新規施設の場合又は施設内容の大幅変更等により(1)、(2)によることが不適当であると判
断される場合　他の類似施設における利用人数実績に所要の調整をして算出した値

85％未満　2～0点

夏休み期間の学童保育所利用者が約6割に減少したこと、年齢構成が高い
サークルの構成人員が減少したこと、根本交流センターに利用団体の移動が
あったことにより、利用人数も減少した。

■Ｈ24年度利用人数　25,469人（109.4％）
■Ｈ25年度利用人数　21,072人（90.6％）

2点

平均値比（82.7％）＝H25利用延べ人数（21,072人）／Ｈ24利用延べ人数（25,469人）
※上記（2）適用

今まで利用が少なかった比較的若い世代と、少人数で活動している一般団体の利
用が増えたため、利用率が上昇した。
■H24年度利用率
　大研修室（1,477時間／295日＊12 時間）＝41.7％　　　　全体利用率
　会議室Ａ（1,390時間／295日＊12 時間）＝39.3％　　　　（41.7+39.3+37.7）／3
　会議室Ｂ（1,336時間／295日＊12 時間）＝37.7％　　　　　＝39.6％
■H25年度利用率
　大研修室（1,512時間／294日＊12時間）＝42.9％　　　　全体利用率
　会議室Ａ（1,331時間／294日＊12時間）＝37.7％　　　　 （42.9+37.7+41.3）／3
　会議室Ｂ（1,456時間 ／294日＊12時間）＝41.3％　　　　　＝40.7％

4点

１



0

提出書類の遅れ・不備に応じて減点対象とする（遅れ・
不備内容の程度により△1～△3点）
一部遅れ・不備あり(軽微)：△1、一部遅れ・不備あり(中程度)：
△2、一部遅れ・不備あり(それ以下)：△3

遅れ・不備なし　減点な
し

遅れ・不備なし

0

指示への対応等に応じて減点対象とする（対応等の内
容により△1～△3点）
指示等なし・対応等が期待どおり：減点なし、対応等が期待以
下(軽微)：△1、対応等が期待以下(中程度)：△2、対応等が期
待以下(それ以下)：△3

指示等なし・対応等が
期待どおり　減点なし

指示等なし

全体的な評価
・概ね良好な管理がされている。
・常に館内清掃が行き届いており、企画展を開催することでロビーに賑わいを生んでい
る点が特に評価できる。

5 その他
(減点方式）

(1)報告書類の提出状況

(2)市からの指示等への対応（報告書類の提出以外）等

合計 100

【４段階評価】
極めて良好　　　　100～85点
良好　　　　　　　　　84～65点
努力が必要　　　　 64～45点
取消し等を検討　　44点以下

合計82点

良好

遅れ・不備なし

0点

指示等なし

0点

１


